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神奈川県知的障害者施設保護者会連合会 広報部会

神
奈
川
施
保
連
の
本
年

度
の
活
動
計
画
に
示
さ
れ

た
「
知
的
障
害
者
に
対
す

る
高
齢
化
・
重
度
化
へ
の

対
応
」
、
「
地
域
生
活
移

行
へ
の
対
応
」
が
あ
り
ま

す
。そ

の
実
現
に
一
歩
で
も

近
づ
け
る
よ
う
、
神
奈
川

施
保
連
か
ら
大
矢
会
長
、

甲
山
副
会
長
、
杉
山
副
会

長
の
３
名
で
神
奈
川
県
庁

を
訪
れ
、
地
域
移
行
に
伴

う
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
充
実
、
施
設
職
員
と
看

護
師
の
地
位
の
向
上
の
た

め
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

の
「
要
望
書
」
（
２
頁
に

掲
載
）
を
黒
岩
神
奈
川
県

知
事
あ
て
に
提
出
し
ま
し

た
。２

月
６
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
神
奈
川
県

庁
に
お
い
て
、
黒
岩
祐
治

神
奈
川
県
知
事
を
は
じ
め
、

橋
本
和
也
福
祉
こ
ど
も
未

来
局
局
長
、
川
名
勝
義
共

生
担
当
局
長
、
山
本
千
恵

福
祉
部
長
ほ
か
担
当
部
課

か
ら
数
名
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

定
刻
、
山
本
福
祉
部
長

の
進
行
に
よ
り
、
「
要
望

書
」
を
大
矢
会
長
か
ら
黒

岩
知
事
に
手
渡
し
し
、
続

い
て
写
真
撮
影
の
あ
と
、

大
矢
会
長
か
ら
要
望
の
趣

旨
と
概
要
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
黒
岩
知
事

か
ら
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

①
「
知
的
障
害
者
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
は
、
移
行

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

と
き
に
は
そ
れ
な
り
の
対

応
は
す
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
。

う
ま
く
地
域
と
施
設
を

回
り
な
が
ら
当
事
者
が
生

活
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

そ
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
で
、

そ
こ
が
終
の
棲
家
に
な
る

こ
と
は
避
け
た
い
。
そ
の

範
囲
で
の
対
応
は
考
え
ら

れ
る
」

②
「
職
員
の
待
遇
改
善
に

つ
い
て
は
、
看
護
師
の
待

遇
改
善
も
含
め
て
介
護
の

世
界
全
体
に
つ
い
て
も
い

ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
の
で

改
善
努
力
を
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
神
奈

川
県
で
は
介
護
現
場
の
魅

力
を
発
信
し
、
介
護
従
事

者
の
社
会
的
評
価
が
さ
ら

に
向
上
す
る
よ
う
に
、
介

護
の
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、

神
奈
川
発
の[

か
な
が
わ
感

動
介
護
大
賞
～
有
難
う
を

届
け
た
い
～]

」
を
平
成
24

年
に
創
設
し
、
今
年
で
11

回
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ス
ト
セ
レ
ク
ト
20
に

は
賞
金
１
０
０
万
円
だ
と

思
う
け
ど
用
意
し
て
い
る
。
」

以
上

（１）

黒
岩
知
事
へ
要
望
書
を
提
出

今後の理事会の予定
3月5日（日）13:30～ 901・902会議室
5月6日（土） 9:30～ 8F会議室
6月3日（土） 9:30～ 8F会議室

第55回定期総会
7月8日（土）13:30～ 8A・8B会議室
※会場は全て横浜市健康センター内
社会福祉センター TEL:045-201-2060

昨
今
知
的
障
害
者
施
設

（
入
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

利
用
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

保
護
者
・
家
族
の
間
で
は
癌

検
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
の
場
合
、
政
令

指
定
都
市
、
中
核
市
、
そ
の

他
市
町
村
を
問
わ
ず
、
市
民

癌
検
診
の
種
類
は
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
、
対
象
年
齢
は
子
宮
が
ん

20
歳
以
上
、
前
立
腺
が
ん
50

歳
以
上
、
そ
の
他
40
歳
以
上
、

料
金
に
若
干
の
差
異
が
あ
る

も
の
、
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で

市
民
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
知
的
障

害
者
施
設
の
利
用
者
の
場
合
、

40
歳
以
上
に
な
っ
て
癌
検
診

を
受
け
た
と
い
う
実
例
が
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
は
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
情
に
鑑
み
、

今
年
度
は
入
所
施
設
あ
る
い

は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用

す
る
人
た
ち
の
癌
検
診
の
実

態
・
実
情
を
明
ら
か
に
す
る

神
奈
川
施
保
連

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

た
め
の
調
査
を
実
施
し
、
知

的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
健

康
保
持
に
備
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
次
回
の
３
月

の
理
事
会
に
提
案
し
、
成
案

を
ま
と
め
て
具
体
的
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。以

上
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令和5年２月吉日
神奈川県知事
黒岩祐治 様

神奈川県知的障害者施設保護者会連合会
会 長 大矢武久

要望書

弊会「神奈川県知的障害者施設保護者会連合会（略称：神奈川施保連）は、県内の知的障害
者施設を利用する保護者会・家族会の連合体です。

当会に加盟している保護者・家族が抱える知的障がいのある人の多くは自閉的傾向が強く、
強度行動障害の人も少なくありません。加えて近年高齢化が進み、医療的ケアを必要とする人
も増えつつあり、地域移行を躊躇する根本的な要因であると考えています。

黒岩知事は「未病の改善」、ともに生きる社会を目指して「かながわ憲章」を策定、これを
政策の主な柱として取り組んでこられました。

当、神奈川施保連においても、この取り組み目標に向け今年度も邁進して参りましたが、今
以上に実現に向け取り組んでいくため、以下のとおり「要望」を提出するものです。

記

1．地域移行した結果、不調に終わった場合、元の施設に戻れる等のセーフティーネットを制
度化してください。
本人の意思に基づいて地域移行した場合であっても、それが不調に終わることもあります。

その場合現状では行き場がなくなり、出身施設では短期入所枠を利用して凌いでいるケース
もあると聞きます。それでは短期入所枠の本来の役割を果たすことは難しくなります。
地域移行が不調に終わった場合の対応策としてもう一度元の施設に戻れる等、何らかのセー

フティーネットを制度化してください。

2．職員の処遇改善を積極的に進めてください。
グループホーム、入所施設に限らず福祉職員の不足の恒常化。定着率の悪さをよく耳にしま
す。地域移行を進めるうえでも支援員を増やす必要があり、また入所施設は支援員の教育の
場でもあります。安定した支援体制を維持するため事業者に対する人件費補助等を充実して
ください。

3．看護師の配置を充実するための処遇改善を進めてください。
知的障害のある人たちの高齢化、重度化が進んでいます。利用者は具合が悪くても訴えるこ
とができない人が多く、重度化する例が多く見受けられます。その対策として看護師配置の
充実を図り、事故・疾病を未然に防ぐ体制が必要です。
そのための事業者に対する人件費補助等、看護師に対する処遇改善を図ってください。

以上

（２）

障害を持つ人たちが病気になったとき、
をしたときに備えて

神奈川施保連では、知的障害児者や自閉症児者が病気やケガをしたとき、また、そのため
に入院したときなどに備え、「やまゆり知的障害児者生活サポート協会」の運営に参加してい
ます。加入資格、その他の詳細は、下記までお問い合わせください。

やまゆり知的障害児者生活サポート協会
〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2
神奈川県社会福祉会館内TEL 045-314-7716 FAX 045-324-0426

2月6日に黒岩知事宛に提出した要望書


